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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ライトガイド（２０）を介して内視鏡に照射光を供給する内視鏡用光源装置（１０）に設
置され、ライトガイド（２０）が挿脱自在に装着される内視鏡用光源装置のソケット（１
１）において、
　ライトガイド（２０）が挿入される１つの挿入孔（７Ａ）と、前記挿入孔（７Ａ）を囲
んで放射状に配置された複数の支持体設置部（７Ｂ）とを備えるソケット本体（７）と、
　前記各支持体設置部（７Ｂ）に設置された複数の支持体（１ａ～１ｃ）とから構成され
、
　回転軸（５）を介してソケット本体（７）に固定された各支持体（１ａ～１ｃ）は、細
径のライトガイド（２０ａ）を支持するための第１周面（２）と、太径のライトガイド（
２０ｂ）を支持するための第２周面（３）と、前記第１周面（２）と第２周面（３）との
境界に形成された段状の当接部（４）とを有し、
　挿入孔（７Ａ）への細径のライトガイド（２０ａ）の挿入によって、前記各支持体（１
ａ～１ｃ）の第１周面（２）で細径のライトガイド（２０ａ）を支持するとともに、
　前記挿入孔（７Ａ）への太径のライトガイド（２０ｂ）の挿入によって、前記当接部（
４）に太径のライトガイド（２０ｂ）の先端を当接させ、このライトガイド（２０ｂ）の
押込みによって、前記各支持体（１ａ～１ｃ）を回転軸（５）を中心に回動させ、前記第
２周面（３）で太径のライトガイド（２０ｂ）を支持することを特徴とする内視鏡用光源
装置のソケット。
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【請求項２】
挿入孔（７Ａ）の中心軸に向かって支持体の回転軸（５）からおろした垂線の近傍に、当
接部（４）を形成したことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置のソケット。
【請求項３】
バネ（６）によって、各支持体（１ａ～１ｄ）の回動が制限されていることを特徴とする
請求項１または２に記載の内視鏡用光源装置のソケット。
【請求項４】
挿入したライトガイド（２０）の垂直方向と各支持体とがなす角度θが、４５°＜θ＜９
０°であることを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記載の内視鏡用光源装置のソ
ケット。
【請求項５】
当接部（４）にローラ回転軸（８ａ）を中心に回転自在のローラ（８）を設けたことを特
徴とする請求項１から４の何れか１項に記載の内視鏡用光源装置のソケット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ライトガイドを介して内視鏡に光を供給する内視鏡用光源装置のソケット
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の使用時、内視鏡のライドガイドを介して内視鏡用光源装置から照明光が内視鏡
に供給され、この照明光が内視鏡の挿入部先端から照射される。
　図７に示すように、内視鏡用光源装置１００には、内視鏡のライトガイド２０が挿脱自
在に装着されるソケット１０１が設置され、このソケット１０１に挿入されたライトガイ
ド２０を介して内視鏡に照射光を供給する。従って、ソケット１０１の口径に対してライ
トガイド径があわずガタツキが生じると、内視鏡用光源装置の光源ランプ３０の光軸から
ライトガイド先端がずれて、ライトガイド２０に対する照射光の入射量が変化し、内視鏡
の挿入部先端から照射される光が減少してしまう。そこで内視鏡用光源装置１００には、
挿入したライトガイド２０にガタツキが生じないように、挿入されるライトガイド径にあ
わせた口径のソケット１０１が配置されていた。
　しかし前記ライトガイド径は内視鏡の種類によって異なり、これら異なるライトガイド
径の内視鏡にそれぞれ照射光を供給するため、従来技術による内視鏡用電源装置では、口
径の異なる複数のソケットを設置したり、異なるライトガイド径に対応できるライトガイ
ド支持機構を備えるソケットを設置したりしていた。（例えば、特許文献１～３を参照）
【特許文献１】特開２００１－１２５０１０号公報
【特許文献２】特開平２－５０４４７号公報
【特許文献３】特開平１１－１８３８０８号公報
【０００３】
　従来技術による内視鏡用光源装置のソケットにおけるライトガイド支持機構を、図８及
び図９を参照して説明する。
　図８は、先細りのテーパ面１０２ａを備える当接部１０２によってライトガイド２０を
支持する技術であり、内視鏡用光源装置１００の内部に固定されている当接部１０２を、
ソケット１０１に装着したライトガイド２０の先端に押し当てることによって、挿入され
たライトガイド径と一致する当接部１０２のテーパ面１０２ａをライトガイド先端に当接
させ、ライトガイド２０を支持するものである。
　例えばソケットに細径のライトガイド２０ａを挿入した場合、ライトガイド先端にはテ
ーパ面１０２ａの狭口部が当接してライトガイド２０ａを支持する（図８（ａ）を参照）
。また、例えばソケットに太径のライトガイド２０ｂを挿入した場合、ライトガイド先端
にはテーパ面１０２ａの広口部が当接してライトガイド２０を支持する（図８（ｂ）を参
照）。
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　なお当接部１０２には、バネなどの弾性体１０３によってソケット１０１の挿入口に向
かって前進する方向に力がかかっており、この構成によって、内視鏡用光源装置１００の
ソケット１０１にライトガイドを挿入したときに、ライトガイド径にあったテーバ面１０
２ａがライトガイド２０の先端に押し当てられ、ライトガイド２０が支持される。
【０００４】
　図９は、ソケットの内側に向かって可動する複数の支持部材１０４ａ～ｃによって異な
る径のライドガイド２０を支持する技術であり、ライトガイド２０の挿入方向に対して垂
直な平面内において、回動中心１０５ａ～ｃを中心にそれぞれ回動する複数の支持部材１
０４ａ～ｃによってライトガイド２０を外周から支持するものである。なお前記各支持部
材１０４ａ～ｃはバネなどの弾性体１０６によって、ライトガイド２０の中心に向かって
力がかかっており、この構造によって、内視鏡用光源装置にライトガイドが挿入されたと
きに、各支持部材１０４ａ～ｃがライトガイド２０を外周から支持する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ライトガイド径に合わせて口径の異なる複数のソケットを設置した内視
鏡光源装置では、ライトガイド２０の位置に合わせて光源ランプ３０の照射光を効率良く
入射できず、また夫々のソケットに挿入されたライトガイド２０の位置にあわせて光源ラ
ンプ３０を配置できるように構成した場合、光源ランプ３０の配置場所を確保しなくては
ならず、内視鏡用光源装置が大型化していた。
　また、先細りのテーパ面１０２ａを備える当接部１０２をライトガイド２０の先端に押
し付ける支持機能を備えた内視鏡用光源装置では、光源ランプ３０の照射光が、前記当接
部１０２の最狭口を介してライトガイド２０に入射される。つまり、ライトガイド先端を
前記当接部１０２にて支持した場合、前記当接部１０２のテーバ面１０２ａにおいて光源
ランプ３０による照射光の一部が遮られ（図８（ｂ）の点線部を参照）、光源ランプ３０
による照射光の入射効率が悪かった。
　さらに、ライトガイド２０の挿入方向に対して垂直な平面内においてライトガイド２０
の中心に向かって力がかかった複数の支持部材１０４ａ～ｃによってライドガイド２０を
支持する場合、異なる径のライトガイドを支持することができるが、内視鏡使用時にライ
トガイドにかかる力（ライトガイドの挿入方向に対して垂直な方向にかかる力）に対抗す
る力が弱く、ソケット１０１に挿入したライトガイド２０が光源ランプ３０の光軸からず
れてしまっていた。また支持部材１０４ａ～ｃによるライトガイド２０の支持力を大きく
する場合は、前記各支持部材１０４ａ～ｃに設けたバネなどの弾性力１０６を大きくせね
ばならず、バネの大型化を伴う欠点があった。
【０００６】
　そこでこの発明は、ライトガイド径が異なる複数の内視鏡に対応できる内視鏡用光源装
置において、ソケットに挿入したライトガイドに光源ランプの照射光を効率良く供給する
とともに、挿入したライトガイドにガタツキが生じることなく、かつライトガイド先端の
照射光入射部が光源ランプの光軸からずれることがない内視鏡用光源装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述の目的を達成するため、この発明は、ライトガイドを介して内視鏡に照射光を供給
する内視鏡用光源装置に設置され、ライトガイドが挿脱自在に装着される内視鏡用光源装
置のソケットにおいて、ライトガイドが挿入される１つの挿入孔と、前記挿入孔を囲んで
放射状に配置された複数の支持体設置部とを備えるソケット本体と、前記各支持体設置部
に設置された複数の支持体とから構成され、回転軸を介してソケット本体に固定された各
支持体は、細径のライトガイドを支持するための第１周面と、太径のライトガイドを支持
するための第２周面と、前記第１周面と第２周面との境界に形成された段状の当接部とを
有し、挿入孔への細径のライトガイドの挿入によって、前記各支持体の第１周面で細径の
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ライトガイドを支持するとともに、前記挿入孔への太径のライトガイドの挿入によって、
前記当接部に太径のライトガイドの先端を当接させ、このライトガイドの押込みによって
、前記各支持体を回転軸を中心に回動させ、前記第２周面で太径のライトガイドを支持す
るものである。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、異なる径のライトガイドをそれぞれ支持するための周面が、各支持
体に形成されているため、本発明による内視鏡用光源装置のソケットに細径と太径の異な
る径のライトガイドをそれぞれ挿入しても、何れのライトガイドもガタツキが発生するこ
となく支持することができる。
　また本発明による内視鏡用光源装置のソケットによれば、ライトガイドの挿入方向には
たらく押込み力によって、ライトガイドを支持する各支持体が回動する。そしてソケット
に装着したライトガイドを支持する各支持体は、内視鏡の使用動作によってライトガイド
にかかる力によって回動せず、また内視鏡のコネクタの自重が原因でライトガイドにかか
る力によって各支持体が回動しないため、前記各支持体で支持されるライトガイドにガタ
ツキが発生することがない。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下にこの発明の実施形態について、図面を参照にして説明する。
【００１０】
　図１は、この発明によるソケット１１を設置した内視鏡用光源装置１０の実施例を示す
図であって、内視鏡用光源装置１０の筐体内部には、内視鏡のライトガイド２０が挿脱自
在に装着されるソケット１１が固定されるとともに、前記ソケット１１に挿入されたライ
トガイド２０を介して内視鏡に照射光を供給する光源ランプ３０と、前記ライトガイド２
０の先端に向かって光源ランプ３０の照射光を集光する集光レンズ３１が固定されている
。
【００１１】
　図２は、内視鏡のライトガイド２０を挿脱自在に装着するソケット１１の実施例を示す
ものである。
　図２（ａ）は、ライトガイド２０の挿入方向に対して垂直にソケット１１を切断した断
面図であり、図２（ｂ）は図２（ａ）中のＡ－Ａ線でソケット１１を切断した断面図であ
る。
　この実施例によるソケット１１は、図２（ａ）に示すように、ライトガイド２０が挿通
する挿入孔７Ａを備える円筒型のソケット本体７と、前記ソケット本体７の支持体設置部
７Ｂに設置される支持体１ａ～１ｃとから構成される。
【００１２】
　図２に示すソケット１１には、挿入孔７Ａを備える円筒型のソケット本体７に、その半
径に沿って３つの支持体設置部７Ｂが形成され、これらの支持体設置部７Ｂは前記挿入孔
７Ａと連通するとともに、各支持体設置部７Ｂは等間隔（１２０°間隔）に配置されてい
る。また各支持体設置部７Ｂには、回転軸５を中心に回動する平板状の支持体１ａ～１ｃ
が設置され、これら支持体の周面の一部が挿入孔７Ａに突出している。
　なおライトガイド２０の挿入方向に対して垂直な平面に対し、平板状の支持体１ａ～１
ｃが直交するように設置されている。
【００１３】
　すなわち、円筒型のソケット本外７の挿入孔７Ａを囲むようにして複数の支持体設置部
７Ｂを放射状に形成するとともに、これら各支持体設置部７Ｂに支持体をそれぞれ配置し
、これら各支持体の周面によって、前記挿入孔７Ａを挿通するライトガイド２０を支持す
る。ソケット本体７に設けた複数の支持体によってライトガイド２０を支持する場合、支
持体を３つ以上設けることが好ましい。また各支持体を等間隔、若しくは挿入孔７Ａの中
心軸に対してそれぞれ対称に配置することが好ましい。
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【００１４】
　各支持体１ａ～１ｃは回転軸５を介してソケット本体７に固定され、支持体設置部７Ｂ
に設置された支持体１ａ～１ｃは前記回転軸５を中心に回動する。
　図２（ａ）に示すように、支持体１ａ～１ｃの回転軸５の両端をソケット本体７の回転
軸固定台７Ｃに取り付けることによって、回転軸５を中心に回動する支持体１ａ～１ｃを
支持体設置部７Ｂに設置した。
【００１５】
　またこの実施例では、回転軸５に巻き付けたバネ６の一端をソケット本体７の一部に固
定するとともに、バネ６の他端を支持体外周付近の一部に固定し、前記バネ６によって、
回転軸５を介してソケット本体７に固定した支持体１ａ～１ｃの回動を制限した。
【００１６】
　内視鏡用光源装置１０のソケット１１に装着したライトガイド２０は、ソケット本体７
の挿入孔７Ａを挿通し、前記ソケット本体７の支持体設置部７Ｂに設置された支持体１ａ
～１ｃの周面で支持される。
　前記各支持体１ａ～１ｃは、回転軸５を介してソケット本体７に固定され、前記回転軸
５を中心に回動するとともに、その回動がバネ６によって制限されている。また図２（ｂ
）に示すように、細径のライトガイド２０ａを支持するための第１周面２と太径のライト
ガイド２０ｂを支持するための第２周面３と備えるとともに、前記第１周面２と第２周面
３との境界に段状の当接部４を形成されている。
【００１７】
　なお、挿入孔７Ａと連通する各支持体設置部７Ｂに設置した各支持体１ａ～１ｃは、そ
の一部が挿入孔７Ａに向かって突出し、この突出した部分の周面には、少なくとも細径の
ライトガイド２０ａを支持するための第１周面２と、太径のライトガイド２０ｂの先端が
当接する段状の当接部４とが形成されている。
　また挿入孔７Ａの中心軸に向かって、支持体の回転軸５からおろした垂線の近傍に当接
部４を形成することが好ましく、細径のライトガイド２０ａを装着した場合は、ライトガ
イド２０ａの先端が前記当接部４に当接することなく挿入孔７Ａを挿通し、第１周面２に
よってライトガイド２０ａが支持され、太径のライトガイド２０ｂを装着した場合は、ラ
イトガイド２０ｂの先端が前記当接部４に当接して各支持体を回動させて挿入孔７Ａを挿
通し、第２周面３によってライトガイド２０ｂが支持される。
【００１８】
　すなわちこの実施例による円筒型のソケット１１は、内視鏡のライトガイド２０が挿入
される１つの挿入孔７Ａと、挿入孔７Ａを囲んで放射状に形成した複数の支持体設置部７
Ｂと、前記各支持体設置部７Ｂに設置される支持体１ａ～１ｃとから構成され、さらに、
細径のライトガイド２０ａを支持するための第１周面２と太径のライトガイド２０ｂを支
持するための第２周面３とを備える支持体１ａ～１ｃを、回転軸５を介してソケット本体
７に固定し、バネ６によってその回動を制限してある。
【００１９】
　図３及び図４は、図２に示すソケット１１に内視鏡のライトガイドを挿入した状態を説
明する図であり、図３はソケット１１に細径のライトガイドを内視鏡のライトガイド２０
ａを装着した状態を説明する図であり、図４はソケット１１に太径のライトガイド２０ｂ
を装着した状態を説明する図である。
【００２０】
　ソケット１１に細径のライトガイド２０ａを挿入した場合、前記ライトガイド２０ａは
各支持体１ａ～１ｃの第１周面２によって支持される（図３（ｂ）を参照）。
　すなわち細径のライトガイド２０ａがソケット本体７の挿入孔７Ａを挿通する場合、図
３（ａ）に示すように前記ライトガイド２０ａの先端は各支持体ａ～１ｃに形成されてい
る当接部４に当接することなく、各支持体１ａ～１ｃの第１周面２の間を通り抜け、前記
ライトガイド２０ａは各支持体１ａ～１ｃの第１周面２によって支持される。
【００２１】
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　一方、ソケット１１に太径のライトガイド２０ｂをソケット本体７の挿入孔７Ａに挿入
する場合、図４（ａ）に示すように前記ライトガイド２０ｂの先端が各支持体１ａ～１ｃ
に形成されている当接部４に当接する（突き当たる）。そして前記当接部４に当接したラ
イトガイド２０ｂの先端を押込んで挿入孔７Ａにライトガイド２０ｂを挿通させることに
よって、バネ６によって回動が制限されている各支持体１ａ～１ｃが回転軸５を中心に回
動し、第２周面３によって前記ライトガイド２０ｂが支持される。
【００２２】
　すなわち回転軸５を介してソケット本体７に固定されている各支持体１ａ～１ｃの周面
には、細径のライトガイド２０ａを支持するための第１周面２と、太径のライトガイド２
０ｂを支持するための第２周面３とが形成され、また前記第１周面２と第２周面３との境
界には、太径のライトガイド２０ｂの先端のみが当接する段状の当接部４が形成されてい
る。
【００２３】
　この実施例によるソケット１１では、支持体周面に形成した当接部４が、回転軸５の中
心（支持体の回転中心）から挿入孔７Ａの中心軸Ｚに向かって伸びる垂線上に位置するよ
うに、バネ６によって回転を制限した各支持体１ａ～１ｃを配置した。
　つまりソケット１１の挿入孔７Ａの内側には、段状の当接部４を境界にして、各支持体
１ａ～１ｃの第１周面２によって形成される幅狭部分と、第２周面３によって形成される
幅広部分とが設けられる。
【００２４】
　そして、細径のライトガイド２０ａを挿入孔７Ａに挿入した場合は、前記第１周面２に
よる幅狭部分にライトガイド２０ａが嵌合され、各支持体１ａ～１ｃの第１周面２によっ
てライトガイド２０ａが支持される。
　一方、前記幅狭部分よりも太径のライトガイド２０ｂを挿入部７Ａに挿入した場合は、
前記当接部４にライトガイド２０ｂの先端が当接し、このライトガイド２０ｂの押込みに
よって回転軸５を中心に各支持体１ａ～１ｃが回動する。そして各支持体１ａ～１ｃの当
接部４の位置が変動し、第２周面３による幅広部分にライトガイド２０ｂが嵌合される。
【００２５】
　なおバネ６によって回動が制限されている各支持体１ａ～１ｃには、太径のライトガイ
ド２０ｂを挿入孔７Ａから離脱することによって、再び回転軸５の中心（支持体の回転中
心）から挿入孔７Ａの中心軸に向かって伸びる垂線の近傍に当接部４が位置するように、
バネ力がはたらいている。
　すなわち各支持体１ａ～１ｃには、バネ６によって支持体回動前の正位置を保持しよう
とする力がかかっており、このバネ６の力が小さすぎると、ライトガイド２０を離脱した
ときに各支持体が正位置に復帰しなくなってしまうが、前記バネ６の力が大きすぎると、
支持体を回動させるために大きな力を必要とし、太径のライトガイド２０ｂの挿入時に大
きな押込み力が必要となる。
　従って、支持体を正位置に復帰するのに必要なバネ力が確保できればよく、バネ力はで
きるだけ小さくすることが好ましい。
【００２６】
　内視鏡用光源装置１０のソケット１１に内視鏡のライトガイド２０を挿入して内視鏡を
使用した場合、内視鏡の使用動作にともなって、ライトガイド２０の挿入方向に対して垂
直方向の力がかかる。そしてこの発明による内視鏡用光源装置１０では、前記力はライト
ガイド２０を支持する各支持体１ａ～１ｃの周面（第１周面２又は第２周面３）から回転
軸５に向かってはたらくこととなる。
【００２７】
　この実施例によるソケット１１は、ライトガイド２０の挿入方向にはたらく押込み力に
よってのみ各支持体１ａ～１ｃが回動するように構成されており、ライトガイド２０を支
持する周面から回転軸５に向かってかかる押力によって回動するものではない。従って、
各支持体１ａ～１ｃによって支持されたライトガイド２０は、内視鏡の使用動作にともな
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って発生する力によってガタツキが発生することがない。
【００２８】
　なおソケット１１に装着したライトガイド２０にガタツキが発生しないように、挿入孔
７Ａを囲んで３つ以上の支持体を設けることが好ましく、さらに好ましくは各支持体を等
間隔で配置するか、若しくは挿入孔７Ａの中心軸に対してそれぞれ対称に配置し、各支持
体によってライトガイド２０の外周を囲むように支持する。
【００２９】
　次に、ソケット１１に設置される各支持体の他の配置例を、図５に示す。
　図５はソケット１１に配置される各支持体の配置例を示すものであって、ソケット本体
７の挿入孔７Ａを囲むようにして、４つの支持体１ｄ～１ｇを放射状に配置した。なお図
２に示すソケット１１の各支持体と同様に、各支持体１ｄ～１ｇを回転軸５を介してソケ
ット本体７に固定し、ソケット１１を構成する。
【００３０】
　内視鏡用光源装置１０のソケット１１にライトガイド２０を装着した場合、挿入孔７Ａ
を挿通するライトガイド２０ｂの先端が当接部４に当接すると、ライトガイド２０ｂの押
込みによって各支持体１ｄ～１ｇには回動力が発生する。
　また前記各支持体１ｄ～１ｇの周面で支持したライトガイド２０に、コネクタの自重に
よる力や内視鏡使用動作にともなって発生する力がかかると、このライトガイド２０にか
かる力を各支持体１ｄ～１ｇが受ける。
【００３１】
　特に、各支持体によって支持されるライトガイド２０には、ライトガイド２０に連結す
るコネクタの自重による力がライトガイド２０の垂直方向に発生し、またその力は勾配を
つけて発生している。そして、前記コネクタの自重による力が大きいと、ライトガイドを
支持している各支持体が受ける力が大きくなり、この勾配のある大きな力を支持体が受け
ると、支持体が回動してしまう虞がある。
　なおバネ６の力を大きくして支持体の回動を制限する方法もあるが、その場合、太径の
ライトガイドを挿入するときに大きな力を必要とする。
【００３２】
　そこでこの実施例では、ライトガイドにかかる力によって各支持体が受ける力を小さく
するように、各支持体１ｄ～１ｇを配置した。
　ライトガイド２０が連結するコネクタの自重によってライトガイド２０に垂直方向の力
がかかる場合、図５に示すように、ライトガイド２０の下方に配置される支持体１ｄ，１
ｅは、それぞれ周面から回転軸５に向むかう力Ｘ１，Ｘ２を受ける。
　そこで、図５に示す実施例では、支持体１ｄ，１ｅが受ける力Ｘ１，Ｘ２を小さくする
ために、ライトガイド２０の垂直方向とそれぞれの支持体１ｄ，１ｅとがなす角度θ１，
θ２が、それぞれ４５°＜θ（θ１，θ２）＜９０°となるように各支持体１ｄ，１ｅを
配置した。
【００３３】
　またこの実施例では、ライトガイド２０の上方に配置される支持体１ｆ，１ｇが受ける
力も小さくするために、ライトガイド２０の垂直方向とそれぞれの支持体１ｆ，１ｇとが
なす角度θ３，θ４が、それそれ４５°＜θ（θ３，θ４）＜９０°となるように各支持
体１ｆ，１ｇを配置した。
　すなわちこの実施例では、ライトガイド２０にかかる垂直方向の力の影響を、各支持体
において小さくするため、ライトガイド２０の垂直方向と各支持体１ｄ～１ｇとがなす角
度θが、４５°＜θ＜９０°となるように各支持体１ｄ～１ｇを配置した。
【００３４】
　なお図５では、支持体１ｄと支持体１ｇとを、挿入孔７Ａの中心軸に対してそれぞれ対
称に配置するとともに、支持体１ｅと支持体１ｆとを、挿入孔７Ａの中心軸に対してそれ
ぞれ対称に配置した。
【００３５】
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　さらに、回転軸５を中心に回動する支持体の他の例を図６に示す。
　図６に示す実施例では、第１周面２と第２周面３とを備えるとともに、前記第１周面２
と第２周面３の境界に当接部４を備える支持体１ｈ，１ｉに、前記当接部４に回転軸８ａ
を中心に回転するローラ８を設けた。なおローラ８の外周は第１周面２の延長線と外接す
る。
【００３６】
　図６に示す支持体１ｈ，１ｉを使用したソケット１１でも、図３に示す実施例と同様に
、細径のライトガイド２０ａを挿入した場合は、このライトガイド２０ａを第１周面２で
支持し、図４に示す実施例と同様に、太径のライトガイド２０ｂを挿入した場合は、この
ライトガイド２０ｂを第２周面３で支持する。
　なおローラ８を備えた支持体１ｈ，１ｉを使用したソケット１１では、太径のライトガ
イド２０ｂを挿入すると、ライトガイド先端がローラ９に当接し（突き当たり）、さらに
前記ライトガイド２０ｂを押込むことによって回転軸５を中心に支持体が回動して、太径
のライトガイド２０ｂを第２周面３にて支持する。
　そして挿入された太径のライトガイド２０ｂを離脱する場合、前記ローラ８が回転軸８
ａを中心に回転し、支持体１ｈ，１ｉの周面とライトガイドとの摩擦が軽減され、ライト
ガイド２０ｂを容易に後退させて挿入孔７Ａから離脱することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】この発明によるソケットを設置した内視鏡用光源装置の実施例を説明する図であ
る。
【図２】この発明による内視鏡用光源装置のソケットの実施例を説明する図である。
【図３】図２に示すソケットに細径のライトガイドを挿入した状態を説明する図である。
【図４】図２に示すソケットに太径のライトガイドを挿入した状態を説明する図である。
【図５】ソケットに配置される支持体の他の配置例を示す図である。
【図６】ソケットに設置される支持体の他の形態を示す図である。
【図７】従来技術による内視鏡用光源装置を説明する図である。
【図８】従来技術によるソケットの構造を説明する図である。
【図９】従来技術によるソケットの構造を説明する図である。
【符号の説明】
【００３８】
　１ａ～１ｉ　　支持体
　２　　第１周面
　３　　第２周面
　４　　当接部
　５　　回転軸
　６　　バネ
　７　　ソケット本体
　７Ａ　挿入孔
　７Ｂ　支持体設置部
　７Ｃ　回転軸固定台
　８　　ローラ
　８ａ　ローラ回転軸
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